
■分析値の意味とブロック別グラフ形状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■読後感の良い好感度の高い文章の分析値グラフ形状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ■分析値をグラフに表した『文章の心電図』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■グラフのブロック単位の形状には次の種類がある 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文章の心電図(分析値グラフ) 
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基準値 5.0 
（満点になる値） 

分析値が大き

くなると、こ

だわりが強く

なる。他の意

見を受け入れ

にくくなる。 

分析値が小さ

くなると曖昧

さ が 出 て く

る。他の意見

に影響されや

すくなる。 

表現、論旨等が

適正にまとめら

れている。 

分析値がこの範

囲 で あ る と 表

現、論旨は許容

範囲(適正範囲)
でまとめられて

いる。 

第一ブロック 第二ブロック 
第三ブロック 

第四ブロック 
第五ブロック 

第六ブロック 

16 の分析値項目 

分析値 
最低値は０、最高値

は 10を超える文章も

多数ある。グラフは

原則として０～10 で

表している。 

分析値がこの範囲

になっていると、書

き方、または内容の

まとめ方に問題が

ある。 

データの取り方、分析値の計算の

仕方によって、16 の分析値項目が

第一～第六の六つのブロックに

分類されています。 

文章分析は言葉を素材にした分析です。文章分析エンジンが稼働して１５年以上が過ぎました。その間

に様々な表現形式（論文、報告文、エッセイ、小説等）の文章を分析してきました。分析した文章の数は

五十万を超えています。日々、全国紙の社説を分析し、日本語の変化も追いかけています。分析目的とす

る範囲も広がっています。人と文章と分析技術の関係を追い続けています。 
文章の作者の表現、思考形態を一つの折れ線グラフで表しているのが、弊社の文章分析の大きな特徴の

一つです。グラフは 16 の分析値で表されています。グラフ形状を並べて見ると人材の特徴の違いが良く分

かるはずです。本資料では、分析値グラフの見方をご紹介しています。 

 

問題が多くて整理

ができていない。

 

       

説得しようとする気

持ちが前に出て、読み

辛くなっている。 

第一ブロック 第二ブロック 
第三ブロック 

第四ブロック 
第五ブロック 

第六ブロック 

  の範囲内が

およその適正値 

強引な姿勢 

強気な姿勢 

控えめで曖昧な姿

勢。対人では気弱に

なっている。 

テーマ構成 (問
題 )を難しくし

ている。 

内容を単純化しす

ぎている。本質を見

失う可能性がある。 

グラフが右上がり

になっている時、性

急さが出ている。説

得を急ぎすぎる。 

グラフが右下がり

なっている時、相手

に答えを促す姿勢

が現れている。下が

る率が大きい時は

注意。 

 のグラ

フ形状が

適正にな

り易い。 

第三ブロックは適正値範囲に

集まり易い。外れている場合は

語学力に問題がある。 

論旨が展開さ

れるだけの材

料が用意され

ていない。 

付属語率が小さく

なると、読み手、聞

き手を想う気持が

薄れている。 

するべきことが多

くなり過ぎている。 
趣旨の方向が

分散し、まと

まりが無くな

る。 

趣旨が無いか、非常に

曖昧になっている。 

内容にまとま

りのない箇条

書き文になっ

ている。 

背景、前提の描写が無

いか、乏しい。 

主張すべきことが多くなっている。

考えの絞り込みが不足している。 

意味が曖昧になり、主

張している内容がつ

かめない。 

六つの各ブロックは３つまたは２つの分析値で構

成されています。一つのブロックは、同種のデー

タを取り、グラフの形で、表現＆思考タイプがあ

るのが分かりました。第一、第二、第四、第六ブ

 ロックは分析項目が３種類あり、上図のようにグラフ形状が９種類あります。第三、第五ブロックは２つの分析

項目があり、グラフ形状は右上がり型、水平型、右下がり型の３種類があります。グラフ形状の例を挙げておき

ましょう。第一ブロックは体言率と用言率、付属語率で構成されています。分析値が右上がりになる人は対人性

の高い人になり、山型になると、指示をする傾向が強くなっています。第二ブロックが、右下がりであれば、自

身だけが納得して、相手も納得しているつもりになっています。右上がりは、趣旨をつかんでおらず、分か

ったつもりになっています。第５ブロックの左の分析値が 4 以下で右上がりになっている場合は、問題を簡

単にしてしまう傾向があります。分析値によって状態のレベルは変わりますが、人材を認識するための一つの指

針になっています。 

おそらく弊社だけが持つ分析値グラフです。表現そのものを 16 の分析値項目で表し、作者の状態を視覚化

しています。グラフ形状が人材のありようと表現したテーマに対しての特徴を表しています。グラフ形状

は、一人の人材では、いくつもの文章を書いたとしても、類似した形状になると分かっています。グラフ

の分析値と形状の意味は膨大な文章データ量の統計から人材と表現、グラフ形状の関係が求められました。 

左のグラフは、読みやすく、分かり易く、

説得性の高い文章の分析グラフです。青の

実線がターゲットになるグラフ形状です。 
二つの赤の破線は、表現の遊びにあたる

範囲を表しています。表現には必ずブレ幅

があります。ブレ幅は、数百人の各複数の

文章を集め、求められました。その後、求

められた値の検証が繰り返されています。 
二つの赤の破線の間に分析値が収まり、

グラフの形が青の実線になるように文章

を表せば、読みやすく、説得力が上がるよ

うになります。 
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分析結果一覧表以外に、下記の形で被験者の分析値グラフのみの一覧をサブ資料としてお届けします。 

リーダーは人材と目的を意識する。 

分析結果としてお届けする資料には、印、コメントは入りません。 

下記の 12 のグラフは日経 225 の企業から無作為に選び、その代表者の挨拶文を分析しています。 

説得を急いでいる。あるいは

イラついている。 
高すぎる分析値。視野

が狭められている。 

テーマを見失ってい

る。当たり障りのない

表現になっているかも

しれない。 

3つの分析値が 5を

超えると強引さが

出てくる。 

ターゲットになるサンプルグラフです。 
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